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児童虐待が社会問題として広く認知され、一時保護
される子どもの数が増えている。 

 

虐待が疑われる場合、行政機関が介入するという社
会の共通認識はできつつあるが、保護され子どもの
その後の支援については、関心が低いままである。 

 

このアンバランスな社会の無関心さが、子どもがは
じめて出会う公的な支援の場で起こっている課題に
影響を及ぼしているのではないか。 

 

 

Ⅰ序論 研究の背景 
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児童虐待相談は、防止法施行前の4.7倍に増え、受理され
た相談と連動して一時保護される子どもの数も増加して
いる 

・虐待相談の増加 

・一時保護される児童も増加 

児童虐待は、子どもの育
ち、発達にも影響を与え
ることが分かっている 

• 養護問題と貧困の関係性 

• 貧困家庭や不安定な家庭   

  環境（2011.山野） 

• 社会的な孤立 

（2011.滝川） 

• 不適切な養育環境が発達
にも影響／虐待の後遺症 

（2011.杉山） 
17,725 

33,408 

44,211 

55,154 

H12 H16 H21 H23

防止法施行前の
4.7倍に増加 
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一時保護所は、児童虐待などにより、危機的状況か
ら救い出された児童を緊急に保護し、安全安心を保
障するとともに、行動観察等の機能を併せ持った施
設である。 

 

入所してくる児童は、被虐待児に限らず、非行児、
不登校児、障害児、触法少年など多岐にわたり、対
象年齢も幼児から18歳未満までの児童を対象として
いる。さまざまな発達特性を持つ児童が長期間にわ
たって長期間の集団生活を送るため、突発的な事態
が生じやすい 

 

一時保護所を取り巻く現状の分析と 

問題の所在 
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子どもたちにとってストレスフルな環境は、そこで生
活しなければならない子どもに、ストレスを感じさせ
たり、イライラを募らせることに繋がっていくことも
現場レベルでは、知られている。 

 

ストレスやイライラは、子ども同士の暴言、暴力、対
職員暴力、器物破損、無断外出などの「子どもの暴力
問題」のひとつの要因になると考えられる。 

 

「子どもの暴力問題」への適切な対応は、子どもの権
利保障の観点からも喫緊の課題となっている。 
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近年、保護される児童の数が増加し、1日あたり、約1,500人
の児童が全国の一時保護所で生活している。約4割の一時保護

所では定員を超えた一時保護を実施している。子どもの命を
守るためには、定員を超えてでも保護を実施しなければなら

ないためである。しかし、このことは、居住空間の過密化な
ど、ストレスフルな環境を強いることにもなっている。 
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1. １日あたりの保護児童（人）  

  約４割の自治体で、定員を超えた保護 

2. 平均在所期間（日） 
２８条ケ－スなど、入所期間が１年に及ぶことも 

一時保護児童数及び平均在所期間とも増加傾向 

H20 H19 H21 H18 H19 H20 H21 
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一時保護所に入所してくる子どもを相談種別で見ると、４割が
被虐待児で、虐待以外の養護ケ－スが３割となっている。すな
わち、「子ども虐待と養護問題」は、一時保護の中心的な課題
と言える。また、虐待が子どもの心身に与える影響として、
１）攻撃性２）多動・衝動性３）対人関係の問題４）意欲の低
下５）社会性の問題６）逸脱行為７）攻撃性などの報告もなさ
れている。 

 

 
7,307

7,674

6,964

6,490

5,056
4,651

2007 2008

虐待 虐待以外の養護 その他

38.1 38.6 39.9

36.7 36.8 33.8

25.2 24.6 26.3

2006 2007 2009

虐待 虐待以外の養護 その他
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一時保護所に５人の児童がいると1日1件の割合で何ら
かのトラブルが起きている。（2005.安部） 

集団での無断外出やいじめ、対職員暴力など、一時保
護所の職員は難しい対応を迫られている。 

 （2009.川松） 

一時保護期間が長期化するほど、児童の感じる一時保
護所の満足度は低下し、イライラ感が強くなる。
（2006.安部） 

入所率の高いとき、粗暴な複数の非行児が入所してい
るときなどに、「子どもの暴力問題」が起きやすい。
（2007.井出） 

 

先行研究の分析 
先行研究で明らかにされていること 
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研究レベルでは、子どもが一時保護所のどのような
部分によさを感じあるいはわるさを感じているのか、
それが子どものイライラにどのように繋がっている
のかについて、ある程度までは、抽出されているが、
十分な分析と整理はなされていない。 

 

また、先行研究では、望まれる一時保護所像や子ど
もの暴力問題への具体的な対応策が十分に提起され
ていないため、調査結果を調査研究の方法によって
分析し、それに基づいて、子どもの暴力問題を予防
するためのひとつの実践モデルを構築することが重
要な研究テ－マになると考えている。 

 

 

先行研究で明らかにされていないこと 

10 11/12/2012 



www.themegallery.com 

本研究は、一時保護所に入所している子ども、一時保護
所の責任者及び一時保護所の職員の３者に対して、アン
ケ－ト調査を実施し、保護された子どもから得られた自
由記述をテキストマイニングソフト（数理システム社・
Text Mining Studio for Windows）を使用してデ－タを質
的に分析することで、子どもの暴力の持つ意味を明らか
にすること。 

 

子どもの暴力問題を予防するための実践モデルの構築を
試みることを目的としている。 

 

一時保護所の責任者及び職員に対して実施したアンケ－
ト調査についても同時に分析することで、子どもの暴力
問題とその関連要因を探索し、総合的な分析を目指し
た。 

Ⅱ.研究目的 
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本研究では、調査協力者である一時保護中の児童の内面
に着目し、寄せられた回答から子どもや職員の感情や認
識、行為に焦点を当てるため、自由記述の分析について
は、質的な研究方法を選択し、その分析に当たっては、
テキストマイニングソフト（数理システム社・Text 
Mining Studio for Windows）を使用した。子どもの暴力
問題の要因分析にあたっては、量的調査も併行して分析
を行った。 

 

調査実施者 一時保護所研究会 

（研究代表者 立教大学教授 浅井春夫） 
 

アンケ－ト調査の実施期間：2010年9月から10月 

 調査対象期間を夏休みが終わりとしたのは、一時保護所  

 がある程度落ち着いていると考えられたためである。 

 
 

Ⅲ.研究方法 
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対象者と回収率 

全国124ヵ所の児童相談所一時保護所を対象 

・一時保護所に入所している小４以上の子ども 

 回収率22.6％（251票/1107票） 

・一時保護所の責任者 

   回収率52.4％（65票/124票） 

・一時保護所に１年以上在職する職員各所属5人 

   回収率43%（267票/620票） 

倫理的配慮 

   立教大学コミュニティ福祉学研究科倫理委員会の準拠  

  証明を得るとともに、回収された調査票の分析は、すべ  

 て統計的に処理し、回答者個人や所属が特定されないよ 

 うにした 
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「責任者への調査票」及
び「職員への調査票」と
「児童への調査票」を同
時に分析することを通じ
て、子どもの暴力問題と
それに関連する要因を総
合的に把握し、その上
で、子どもの暴力問題を
予防するための実践モデ
ルの構築を試みることを
目指した。 
 

調査票分析のアプロ－チ 
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 項目 値 

 総行数 97 

 平均行長(文字数) 6.5 

 総文数 97 

 平均文長(文字数) 6.5 

 延べ単語数 254 

 単語種別数 171 
 

 単語頻度解析では、 

「生活＋できること」が最
上位となった。 

 

Ⅳ. 研究結果 
保護児童が回答した一時保護所のいいところ（自由記述） 

基本情報及び単語頻度解析 
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評判抽出された単語とし
て、「職員」「生活」
「テレビ」「食事」とい
う単語が上位にあげられ
た。 
 

これまでの不安定で不規
則な生活から脱して、そ
の年齢なりの【生活の充
実感】を得ながら、【職
員との関わり】の中で、
【日常生活に満足】して
いる子どもたちの現実が
示された。 

 

保護児童が回答した一時保護所のいいところ（自由記述） 

評判抽出 
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保護児童が回答した一時保護所のいいところ（自由記述） 

ことばネットワ－ク 

 

1 

2 

3 

4 

日常生活に対する満足 

生活への充実感 

職員との関わり 

家庭から離れて 

冷静に思う 
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保護され子どもの視点から、一時保護所のいいとこ
ろを調査すると、子どもたちは、決して自由奔放な
生活を望んでいるわけではなかった。 

 

規則正しい生活に安心し、子ども集団や職員との関
わりの中で、癒やされもするが、時にはひとりに
なって冷静に考えたり、自分の課題と向きあえると
ころ、職員に向き合ってもらえるところに一時保護
所のいいところが示唆された。 

 

多様な課題を抱えて一時保護所に入所してくる子ど
もたちにとって、それは、きわめて自然な要求であ
り、当然、保障されるべき、当たり前の【生活】で
あった。 

 

一時保護所のいいところ 
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項目,値 

総行数,121 

平均行長(文字数),6.6 

総文数,124 

平均文長(文字数),6.4 

延べ単語数,319 

単語種別数,228 

 

保護児童が回答した一時保護所のよくないところ 

（自由記述）基本情報及び単語頻度解析 

19 11/12/2012 



www.themegallery.com 

 一時保護所の生活は、多少
なりとも保護児童にストレ
スを与え、イライラした感
情を蓄積させてしまうこと
がある。 

 

 一時保護所のよくないとこ
ろを評判抽出すると、「種
類」「職員」という単語が、
上位にあがった。「種類」
とは、原文参照などから、
日常生活を豊かにするめの
アメニティの種類の少なさ
と推察された。 

保護児童が回答した一時保護所のよくないところ 

（自由記述）評判抽出 
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保護児童が回答した一時保護所のよくないところ 

（自由記述）ことばネットワ－ク 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

職員の態度 

騒がしさ 

規則の強さ 

生活の不満足 

日課への不満 

ハ－ド面の 

不充分さ 
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保護児童が回答した一時保護所のよくないところ（自由
記述）について、ことばネットワ－クを用いて分析する
と、【備品の不足】【騒がしさ】【規則の強さ】【職員
の態度】【生活の不満足】【日課への不満】などのカテ
ゴリーが抽出された。 
 

一時保護所のいいところ、よくないところという二つの
問に「職員」というカテゴリーが抽出されたが、子ども
たちの悩みや不安に職員がきちんと向き合っていないと
子どもの満足度が低下することが窺える。 

 

また、子どもたちは、厳しすぎたり、優しすぎたりとい
う曖昧な【職員の態度】に、不満を感じている子どもが
いることも示唆された。 

 

 

 

 

一時保護所のよくないところ 
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 ルールの多さやルールの厳しさなどの概念から抽出され
た【規律の強さ】 

 異年齢での集団生活による【騒がしさ】 

 設備が旧いなど【ハ－ド面の不十分さ】 

 生活を豊かにするためのアメニティや備品類の不足によ
る【生活の不満足】 

 就寝時間が早いといった【日課への不満】などのカテゴ
リーが抽出された。 

 

一時保護所の特殊な性質上、規則などはある程度
制限しなくてはならない場合もあるが、職員がさ
らに子どもと適切に向き合うこと、日課や備品を
整備、工夫することで子どもたちの満足度を高め
られる可能性のあることが示唆された。 
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一時保護所職員の支援感 

1 

2 

3 

4 

5 

子どもを大切にする 

安全安心の提供 

信頼関係の構築 

子どもの視点に立つ 

一方的にならない 
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一時保護所は、他の福祉現場と違い、細かな児童の
情報がないまま、緊急入所してくる児童の対応に当
たらなければならないという支援の難しさがある。 

 

 このような特殊性を持つ現場において、一時保 

 護所職員は、子どもの話に耳を傾け、子どもを 

 受けとめ、【子どもを大切】にすること、【子 

 どもの視点に立った】支援を念頭に置き、【安 

 全安心】な生活の提供と、子どもとの【信頼関 

 係の構築】を目指していることが示唆された。 
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項目,値 

総行数,84 

平均行長(文字
数),6.9 

総文数,84 

平均文長(文字
数),6.9 

延べ単語数,225 

単語種別数,185 
 

単語頻度解析の結
果、 

「言う」「人」「落
ち着く」の単語が上
位にあげられた。 

 

 

保護児童が回答したイライラしたときの対応方法（自由記述）
基本情報及び単語頻度解析 
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一時保護所の生活の中で実際に生じてしまったイライ
ラに、子どもたちがどのように対応をとっているのか、
つらい思いをしたとき、イライラしたときの対応方法
の結果について、単語頻度解析から、その分析を試み
る。 

 

【言う】【人】からは、誰かに相談したり、話しを聞
いてもらうことで、イライラした感情から離脱できる
子どもたちがいることが示された。 

 

【楽しい】【自分】【１人】からは、イライラから距
離をとって問題行動を起こさないようにしている子ど
もたちの姿が浮かび上がってきた。 

 

【ストレス解消】からは、イライラと正面から向き合
いながらも、問題行動以外の方法で、対応できる子ど
もがいることも明らかになった。 
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入所中の子どもの問題行動の実態 
■1年間の問題行動発生件数 

（事故報告書記載） 

無断外出以外は、半数程度で大
きな問題は生じていない、とは
いえ、一時保護所の間でばらつ
きはかなり大きい 

■特定の1週間における 

問題行動発生件数 

1週間あたりでみると、暴力問題
はあまり生じていない 

職員への暴言や器物損壊はそれな
りに生じている 
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子どもの問題行動とその関連要因(1)

18%

40%

6%
1%

7%

44%

65%

24%

13%

48%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

対児童暴力 対児童暴言 器物破損 対職員暴力 対職員暴言

問題行動

「よくある」

＋

「少しある」

の割合

「職員の言葉かけや対応についておかしい

と思ったことがありますか？」

ない

ある

度数
相対度数
（％）

ある 140 56.0
ない 110 44.0
合計 250 100

＊：カイ2乗検定の結果、5%水準で有意 

子どもが職員の対応に違和感を覚えるとあらゆる問題行動が増加する 
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子どもの問題行動とその関連要因(2) 

度数
相対度数
（％）

いない 75 30.9
いる 168 69.1
合計 243 100

親しい友人ができると他児へ
の暴力と器物破損行為が減少
する 

所内の雰囲気に不満を持つと
他児への問題行動と職員への
暴言が増える 

39%

62%

18%

10%

41%

25%

46%

12%
5%

18%

0%
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20%

30%

40%

50%

60%

70%

対児童暴力 対児童暴言 器物破損 対職員暴力 対職員暴言

問題行動

「よくある」

＋

「少しある」

の割合

一時保護所の雰囲気

不満

満足

度数
相対度数
（％）

満足 172 70.2
不満 73 29.8
合計 245 100

＊：カイ2乗検定の結果、5%水準で有意 11/12/2012 30 
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子どもが職員の対応に違和感を覚えると対児童暴力
暴言、対職員暴力暴言、器物破損など、あらゆる問
題行動が増加することが明らかとなり、カイ2乗検
定の結果、5%水準で有意差が見られた。 

 

親しい友人ができると他児への暴力と器物破損行為
が減少すること、所内の雰囲気に不満を持つと他児
への問題行動と職員への暴言が増える 

 ことなども明らかとなった。 
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管理者のアンケ－ト調査の分析から見える
子どもの暴力問題との関連要因 

11/12/2012 
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一時保護所の子どもの中には、分析結果に見たよう
に、さまざまな理由で、イライラしたり、不満をも
ち、それが子どもの暴力問題に繋がってしまう児童
がいることが明らかとなった。 

 

そこで、この問題を予防するために考えられること
は、問題行動を軽減するアプロ－チである。 

 

 具体的には、暴力を非暴力で解決する仕組みとし  

 て、児童の言語化を援助する取り組みや、自己 

 肯定感を育てる取り組みなどが検討される。 

 

Ⅴ．考察 
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分析結果に見たように【1人】【ねる】など、自分の気
持ちを押さえる、我慢することで行動化しない子ども
がいることも明らかになった。 

 

このような子どもに対しては、遊びやスポ－ツなど、
適切な発散、解消方法を支援していく必要がある。 

 

単語頻度から、【人】【話す】という単語が抽出され
たが、これは職員への信頼と不信感という両面からカ
テゴリーが抽出されたことからも分かるように、子ど
もにとって、自分と真剣に向き合ってくれる職員がい
ることが、子どもの暴力問題の抑制に繋がっていくも
のと推察される。 
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 保護児童は、家庭の事情などにより、十分、納得しない
まま、緊急的に入所してくる場合もあるため、児童が問
題行動を起こさずに生活を送ることに期待するよりも、
児童のイライラの原因となりうる環境にフォ－カスして
いくことが必要なのではないか。 

 

 今回の調査では、【ハ－ド面の不充分さ】【規則の強
さ】なども抽出されたが、衣食住や年齢相応の自由と
いった基本的な生活のニ－ドの充実はもちろんのこと、
児童の個別的な事情に臨機応変に対応できるようなハ－
ド、ソフト両面の整備が一層、望まれていると考えられ
る。職員が、子どもの暴力問題など、対応の難しい場面
に遭遇した際に、適切な対応をとるための実践マニュア
ルを整備し、支援の標準化をとおして、実践の最低基準
を維持する仕組み作りも、併行して整備する必要がある
と考えられた。 
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Ⅵ.実践モデルの提起

子どもの満足感を高めるための 

さらなる基本的ニ－ドの充足 

問題のある 

イライラの対処法 

不健全な 

イライラの対処法 

自分の中に押
し込めず、健
全な対処方
法を身につけ
ていく 

適切なイライラ
の対処法 

今、身につけて
いる対象方法
を強化するとと
もに般化して
いる力とする 

個々の児童の特性に応じた子どもの暴力問題へのアプロ－チ 

ハ－ド・ソフト両面から一時保

護所のよくないところの改善 

改善 強化 ハ－ド・ソフト両面から一時保

護所のいいところの強化 

11/12/2012 35 

改善 修正 強化 
問題を非暴力
で解決する
対処法を身
につけていく 

標準化された支援のための 

実践マニュアルの整備 
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子どもの暴力問題は、他者や自分を傷つける行為で
あり、決して見過ごせるものではないが、多面的に
見れば、日常生活で蓄積したイライラの行動化とい
う側面もある。 

 

そのため、子どもの権利保障を基盤としながら、ソ
フト面、ハ－ド面を含む基本的な生活ニードの充足
と個々の児童の特性に応じた「改善」「修正」「強
化」による子どもの暴力問題へのアプローチ、それ
を可能にし、支援を標準化していくための子どもの
暴力問題に特化した実践マニュアルの整備が必要な
のではないかと考える。 

36 

Ⅶ.結論 
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本研究では、子どもの暴力問題を軽減するためのひ
とつの試みとして、一時保護所の基本的なニードの
充実を図りながら、個々の児童の状況に応じたイラ
イラの対象方法を支援していくことの重要性を示し
たが、このことについての実証的な検証がなされて
いないことが、課題として残っている。 

 

 謝辞：本研究にご協力いただきました児童相談 
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Ⅷ.本研究の課題 
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